
私たちはいつ私
たち自身の魂を
形成する権利を
彼らの手にゆだ
ねたのか・・・

姉妹よ、
まずかく疑う
ことを習え。
「男が決める女の問題」
『新日本』1918年11月号

山川菊栄記念会
since 1981

https://yamakawakikue.org
神奈川県藤沢市片瀬360-10  B-307

cellphone:090-2165-4038
tel&fax: 0466-26-6135

y.kikue@shonanfujisawa.com
郵便振替　00260-6-58492

産
児
制
限
は
、
生
殖
の
奴
隷
た
る
地
位
よ
り
放
た
れ
ん
と
す
る
女
性
の
努
力
の
現
わ
れ
で
あ
る
。

「
女
性
の
反
逆—

—

精
神
的
及
物
質
的
方
面
よ
り
見
た
る
産
児
制
限
問
題
」
『
解
放
』1921

年1

月
号

戦後家族制度の廃止によって家督相続の必要がなくなって結婚の自由がえられたのはいいが夫婦同姓の規定はこれも
また無用の長物として生き残ってしまった。このため結婚や離婚のたびごとに姓をかえる必要によって迷惑するのは
女性である。「結婚・財産・家名」『婦人問題懇話会会報』2号、1966年5月

大
胆
に
率
直
に
自
己
の
意
思
を
示
せ
。 

解
放
の
第
一
歩
は
そ
れ
で
あ
る
。
「
解
放
の
黎
明
に
立
ち
て
ー

歴
史
的
総
選
挙
と
婦
人
参
政
権
」
『
婦
人
公
論
』1946

年4

月
再
生
号

山川菊栄（1890-1980）

日本では日常茶飯事となっている婦人同乗客に対
する「悪戯」や、婦人通行者に対する侮辱的嘲弄
的な言辞は、いわゆる「暴行」と共通の性質をも
っている。「資本主義の社会と性的犯罪」『女
性』1928年2月号

そこでわれわれは、頭脳労働と筋肉労働とを問わず、すべての職業を通じて男女の賃銀に差等を附
せられていることが、どれほど有害な結果を生んでいるかを知る以上、当面の問題としては、極力
これに反対し、あくまで差別撤廃のために戦わねばならぬことはもちろんである。「職業婦人問題
の諸相」『婦人公論』1925年3月号



山川菊栄記念会について

山川菊栄記念会は、1981年に田中寿美子・ 石井雪枝・ 菅谷直子・山川振作等に
よって設立されました。主な事業として、毎年度に実績を示された女性問題に関
する地道な研究・調査等のなかから、 将来に期待される個人・グループ・団体に
対し「山川菊栄記念婦人問題研究奨励金」 (通称・山川菊栄賞)を贈呈してきまし
た。左右に掲げた、40件（特別賞を含む）に上る贈呈対象作品や活動は、1981年
度から2014年度までの女性学、ジェンダー平等をめぐる30年以上にわたる大きな
進展をあらわすものであり、2015年に、第34回をもってこの事業に区切りをつけ
ました。

記念会では山川菊栄の生誕を祝う節目の周年事業として、連続学習会やシンポジ
ウムの開催を続けており、山川菊栄の軌跡を学びなおすとともに現代的意義を再
検討しながら、若い世代に伝えることをめざしています。
2011年制作のドキュメンタリー映画ＤＶＤ「姉妹よ、まずかく疑うことを習え―
山川菊栄の思想と行動」（山上千恵子監督作品）やシンポジウムの記録集など各
種刊行物のくわしいご案内は、Webサイトから情報提供しています。

神奈川県立図書館蔵・山川菊栄文庫について

山川菊栄 (1890-1980）－　フェミニズムの源流　－

1890(明治23)年東京の麹町区四番町（現・千代田区九段北）に生まれ、東京府
立第二高等女学校を経て女子英学塾 (現・津田塾大学)を卒業。『青鞜』誌上で伊
藤野枝との「廃娼論争」で論壇にデビューし、26歳で社会主義者の山川均と結
婚。大正デモクラシーのなか与謝野晶子や平塚らいてうとの「母性保護論争」の
ほか、「産児調節論争」や「労働組合婦人部論争」などに社会主義フェミニズム
の立場から加わりました。厳しい言論統制の下でも切り口の鋭さ、知識の豊富
さ、論理の厳正さは群を抜き、その主張は、リプロダクティブヘルス/ライツ、
セクシャルハラスメント、夫婦別姓問題、同一価値労働同一賃金など、現代的課
題につながる先見性に満ちています。戦時下では平和主義を堅持しつつ、藤沢に
住み「湘南うずら園」を営業。地元の村岡村（当時）地区の人々からの聞き書き
を元にした『わが住む村』を著し、亡くなる1980年までこの地に住み続けまし
た。1947（昭和22）年から1951（昭和26）年まで初代・労働省婦人少年局長
として、女性や年少労働者の問題解決のため奮闘。その後、1953（昭和28）年
に雑誌『婦人のこえ』を創刊し、また1961（昭和36年）年婦人問題懇話会を設
立して女性解放の活動家や評論家、研究者など多くの後進を育てました。一方、
女性たちの日常の営みを母・青山千世の体験とともに著わした『武家の女性』
『おんな二代の記』などの平明な作品は、男女を問わず人々を魅力ある歴史の世
界にいざなってきました。1975（昭和50）年には、『覚書　幕末の水戸藩』
（岩波書店）で第2回大佛次郎（おさらぎじろう）賞を受賞しました。

山川菊栄賞受賞作品が並ぶ神奈川県立図書館1階
「山川菊栄コーナー」

山
川
菊
栄
賞
受
賞
作
品
・
第1

回 (1981

年
度) 

柴
田
博
美
、
冨
沢
真
理
子
、
星
野
弓
子
、
山
田
敬
子
「
山
川
菊
栄
の
研
究
報
告
」(

『
婦
人
問
題
懇
話
会
会
報
』 N

o.34

、pp.52-71) 

第2

回 (1982

年
度) 

鈴
木
裕
子
『
山
川
菊
栄
集
』 

全
十
巻 (

岩
波
書
店) 

の
編

集 
解
説 

第3

回 (1983

年
度) 

福
井
美
津
子
の
翻
訳
二
著 

ポ
ー
ル
デ
ザ
ル
マ
ン
原
著 

『
異
文
化
の
女
性
た
ち
』 (

新
評
論) 

及
び
ジ
ゼ
ー
ル 

ア
リ
ミ
原
著
『
女
性
が
自
由
を
選
ぶ
と
き
』 (

青
山
館) 

第4

回 (1984

年
度) 

亀
山
美
知
子 

『
近
代
日
本
看
護
史 

Ⅰ
・

Ⅱ
』 (
ド
メ
ス
出
版) 

第5

回 (1985

年
度) 

女
た
ち
の
現
在
を
問
う
会 

『
銃
後
史
ノ
ー
ト
』 

第1

号~

第10

号 

第6

回 (1986

年
度) 

粟
津
キ
ヨ
『
光
に
向
か
っ
て
咲
け
』 (

岩
波
新
書) 

グ
レ
ゴ
リ
ー
・M

・
フ
ル
ー
グ
フ
ェ
ル
ダ
ー 

『
政
治
と
台
所
』 (

ド
メ
ス
出

版) 

第7
回 (1987

年
度) 

李
順
愛
、
崔
映
淑
、
金
靜
伊 

李
効
再
原
著 

『
分
断
時
代
の
韓
国
女
性
運
動
』 (

御
茶
の
水
書
房) 

の
共
同
翻
訳 

第8

回(1988

年
度) 

金
栄
、
梁
澄
子
『
海
を
渡
っ
た
朝
鮮
人
海
女
』 (

新
宿
書
房) 

有
賀
夏
紀
『
ア
メ
リ
カ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
の
社
会
史
』 (

勁
草
書
房) 

第9

回 (1989

年
度) 

大
林
道
子 

『
助
産
婦
の
戦
後
』 (

勁
草
書
房) 

第10

回(1990

年
度) 

該
当
作
・
該
当
者
な
し 

第11

回 (1991

年
度) 

浅
倉
む
つ
子 

『
男
女
雇
用
平
等
法
論
』 (

ド
メ
ス
出
版) 

第12

回(1992

年
度) 

働
く
こ
と
と
性

差
別
を
考
え
る
三
多
摩
の
会 

『
お
ん
な 6500

人
の
証
言―

働
く
女
の
胸
の
う
ち
』 (

学
陽
書
房) 

第13

回(1993

年
度) 

大
沢
真
理 

『
企
業
中
心
社
会
を
超
え
て
　
現
代
日
本
を
〈
ジ
ェ
ン
ダ
ー
〉
で
読
む
』(

時
事
通
信
社) 

善
積
京
子 

『
婚
外
子
の
社
会
学
』

(

世
界
思
想
社) 
第14
回(1994

年
度) 

落
合
恵
美
子 

『21

世
紀
家
族
へ
』 (

有
斐
閣) 

第15

回(1995

年
度) 

ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪 

『
女
の
月
経
・
女
の
か
ら
だ
　
子
宮
内
症
と
は
』 (

ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪) 

第16

回 (1996

年
度) 

浅
野
千
恵 

『
女
は

な
ぜ
や
せ
よ
う
と
す
る
の
か―

摂
食
障
害
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』 (

勁
草
書
房) 

森
川
万
智
子 

『
文
玉
珠 

ビ
ル
マ
戦
線 

「
慰
安
婦
」
だ
っ
た
私
』
（
梨
の
木
舎
） 

第17

回 (1997

年
度) 

藤
目
ゆ
き 

『
性
の
政
治
学―

公
娼
制
度
・
堕
胎
罪
体
制
か
ら
売
春
防
止

法
・
優
生
保
護
法
体
制
へ―

』(

不
二
出
版) 

第18

回 (1998

年
度) 

春
日
キ
ス
ヨ
『
介
護
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

男
が
看
と
る
女
が
看
と
る
』
（
家
族
社
） 

第19

回 (1999

年
度) 

田
村
雲
供 

『
近
代
ド
イ
ツ
女
性
史 

市
民
社
会
・
女
性
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
（
阿
吽

社
） 

第20

回(2000

年
度) 
柘
植
あ
づ
み 

『
文
化
と
し
て
の
生
殖
技
術―

不
妊
治
療
に
携
わ
る
医
師
の
語
り
』(

松
籟
社) 

第21

回(2001

年
度) 

天
野
寛
子 

『
戦
後
日
本
の
女
性
農
業
者
の
地
位―

男
女
平
等
の
生
活
文
化
の
創
造
へ
』
（
ド
メ
ス
出
版
） 

特
別
賞
「
戦
争
と
女
性
へ
の
暴
力
」
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク (

通
称VAW

W
-N

ET

ジ
ャ
パ
ン)

『
日
本
軍
性
奴
隷
制
を
裁
く

―
2000

年 

「
女
性
国
際
戦
犯
法
廷
」 

の
記
録
』
全
五
巻(

緑
風
出
版) 

第22

回(2002

年
度) 

戒
能
民
江 

『
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
』(

不
磨
書
房) 

第23
回(2003

年
度) 

三
宅
義
子
『
女
性
学
の
再
創
造
』 (

ド
メ
ス
出
版) 

第24

回(2004

年
度) 

「
性

暴
力
の
視
点
か
ら
見
た
日
中
戦
争
の
歴
史
的
性
格
」
研
究
会
『
黄
土
の
村
の
性
暴
力
ー
大
娘 (

ダ
ー
ニ
ャ
ン) 

た
ち
の
戦
争
は
終
わ
ら
な
い
』(

創
土
社) 

第25

回(2005

年
度) 

森
ま
す
美 

『
日
本
の
性
差
別
賃
金
　
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
可
能

性
』
（
有
斐
閣
） 

第26

回(2006

年
度) 

糠
塚
康
江 

『
パ
リ
テ
の
論
理―

男
女
共
同
参
画
の
技
法
』(

信
山
社) 

第27

回(2007

年
度) 

中
村
桃
子 

『
「
女
こ
と
ば
」
は
つ
く
ら
れ
る
』 (

ひ
つ
じ
書
房) 

第28

回(2008

年
度) 

該
当
作
・
該
当
者
な
し 

第29

回

(2009

年
度) 

堀
江
節
子 

『
人
間
で
あ
っ
て
人
間
で
な
か
っ
た
ー
ハ
ン
セ
ン
病
と
玉
城
し
げ
』(

桂
書
房) 

西
倉
実
季 

『
顔
に
あ
ざ
の
あ
る
女
性
た
ち―

「
問
題
経
験
の
語
り
」
の
社
会
学
』(

生
活
書
院) 

第30

回(2010

年
度) 

杉
浦
浩
美 

『
働
く
女
性
と
マ

タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

「
労
働
す
る
身
体
」
と
『
産
む
身
体
」
を
生
き
る
』 (

大
月
書
店) 

特
別
賞 

富
士
見
産
婦
人
科
病
院
被
害
者
同
盟
原
告
団
『
富
士
見
産
婦
人
科
病
院
事
件 

私
た
ち
の30

年
の
た
た
か
い
』
編
集 (

一
葉
社) 

第31

回 (2011

年

度) 

大
橋
史
恵 

『
現
代
中
国
の
移
住
家
事
労
働
者―

農
村
・
都
市
関
係
と
再
生
産
労
働
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』(

御
茶
の
水
書
房) 

第32

回 (2012

年
度) 

徐 

阿
貴 
『
在
日
朝
鮮
人
女
性
に
よ
る 

「
下
位
の
対
抗
的
な
公
共
圏
」
の
形
成 

大
阪

の
夜
間
中
学
を
核
と
し
た
運
動
』 (

御
茶
の
水
書
房) 

第33

回 (2013

年
度) 

丸
山
里
美 

『
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
と
し
て
生
き
る
ー
貧
因
と
排
除
の
社
会
学
』 (

世
界
思
想
社) 

第34
回(2014

年
度) 

平
井
和
子 

『
日
本
占
領
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー―

米
軍
・
売
買
春

と
日
本
女
性
た
ち
』 (

有
志
舎) 

塚
原
久
美
『
中
絶
技
術
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ヴ
・
ラ
イ
ツ
ー
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
倫
理
の
視
点
か
ら―

』(

勁
草
書
房)

かつて「かながわ女性センター」にあ
った山川菊栄文庫については、山川菊
栄のご遺族から寄贈された蔵書や資料
で成り立っていましたが、女性センタ
ーの藤沢への機能移転にともない、神
奈川県立図書館へ移管されました。
2022年9月にオープンした図書館の
本館「共生」の棚に「山川菊栄コーナ
ー」が常設されています。2024年現
在収蔵庫の工事中につき閲覧停止にな
っていますが、完成する2026年度以
降に閲覧が全面的に再開され、山川菊
栄記念会が協力して整理にあたってき
た資料も順次公開の予定です。

表側の名言の詳しい解説は「山川菊栄の名言エッセンス」『資料部情報』4号にアクセスしてください。




